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皆様⽅には、平素より新興感染症対策寄附講座の取り組みに、多⼤なご⽀援とご協⼒をいた
だき、深く感謝申し上げます。この度、本寄附講座としては初めてとなります令和２年度、３
年度の活動報告書を作成いたしましたので、ご⼀読いただければ幸いに存じます。 
 

本寄附講座は熊本市の要請により令和２年１１⽉１⽇に熊本⼤学病院⾼度医療開発センター
内に設置されました。新興感染症とはこれまでに知られていなかった病原微⽣物（細菌やウイ
ルス）が原因となる感染症のことを指します。近代化が都市部より地⽅にまで⾄ることにより、
現在まではヒトが⾜を踏み⼊れることのなかった地域にまで開発が進んでいます。その最前線
では未知の病原微⽣物が野⽣動物などに感染していることがあり、たまたま⾜を踏み⼊れたヒ
トに感染する事によりヒト社会へ持ち込まれます。⼀昔前であれば、その地域の⾵⼟病として
⼤流⾏する事はなかったと思われますが、グローバル化の著しく進んだ現代では、瞬く間に国
境をまたいで感染の拡⼤が起こり得ます。 

皆さまがご承知のごとく、令和２年初めより拡⼤した新型コロナウイルス感染症はまさにそ
れを実践しており、私達の築いてきた社会⽣活や医療体制が感染⼒の強い呼吸器感染症に対し
ては儚くも脆いものであった事が露呈しました。この様な状況に備えるには施設設備・⼈材の
両⾯から予防と治療に対しての周到な準備が必要ですが、令和元年度時点で熊本市には感染症
専⾨医が感染症指定医療機関に１名、他の機関を併せても数名という状況でした。また医療提
供体制の⾯からも各協⼒医療機関の役割分担や、⾏政との連携を効果的にする必要に迫られた
ことを背景に、より効果的に新興感染症の予防と治療に備えるために当講座が設置されたこと
になります。 

講座名に冠したように新興感染症の流⾏に対応できる⼈材を育成することを活動の主な⽬的
としており、それに加え、新型コロナウイルス感染症への対応を振り返りながら感染症対策に
関する研究を⾏うこと、関連する知⾒の啓蒙のために多職種を対象とした感染症に関連するセ
ミナーの開催をすることを⽬的としております。 

流⾏当初からの２年余りの間は、診療体制の構築と実際の診療に精⼀杯であったところです
が、講座の開設からの活動内容を報告させていただきます。感染症診療に精通した専⾨医を輩
出し、地域の皆さまの安⼼できる⽣活に寄与できますよう努⼒を継続する所存でおります。次
年度も引き続きご⽀援をいただけますようお願い申し上げます。 
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２ スタッフ一覧 

 

教授（兼任）  坂上 拓郎 （呼吸器内科学講座） 

・日本内科学会 総合内科専門医・指導医 

・日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医 

・日本アレルギー学会 アレルギー専門医・指導医 

 

特任講師 岡本 真一郎（R2.11.1-） 

・日本内科学会 総合内科専門医・指導医、 

・日本呼吸器学会 呼吸器専門医・指導医、 

・日本感染症学会 感染症専門医・指導医 

・日本化学療法学会：抗菌化学療法認定医・指導医 

・日本結核・非結核性抗酸菌症学会 結核・抗酸菌症認定医 

・ICD 制度協議会 認定インフェクションコントロールドクター 

 

特任助教 濵田 昌平 （R2.11.1-） 

・日本内科学会 内科認定医 

・日本呼吸器学会 呼吸器専門医 

 

特任助教 上野 二菜（R2.11.1-R3.3.31） 

・日本内科学会 総合内科専門医 

・日本血液学会 血液専門医・指導医 

・日本造血細胞移植学会 造血細胞移植認定医 

 

特任助教 西村 直（R3.4.1-） 

・日本内科学会 内科認定医 

・日本血液学会 血液専門医 
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３ 活動概要 

１．寄附講座設置概要 

 

＜講座の目的＞ 

新興感染症発⽣時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専⾨医の育成、パンデミッ

クの際に地域の最前線となる感染症指定医療機関を中⼼とした医療対策に関連する研究等を⾏

うことを⽬的とする。 

 

＜設置期間＞ 

 令和２年 11 ⽉１⽇から令和７年 10 ⽉ 31 ⽇まで（５年間） 

 

＜寄付金額＞ 

 令和２年度 12,508 千円 

 令和３年度 29,500 千円 

 

＜主要活動目標＞ 

 

① 新興感染症発⽣時に医学的・社会的な課題に実効的に対処できる専⾨医の育成 

 

② 感染症指定医療機関を中⼼とした医療対策に関連する研究 

 

③ 新興感染症に関するセミナーの開催  
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<寄附講座設置の概要> 

新興感染症は「これまで認知されていなかった感染症で、局地的あるいは、⼈物の移動によ

る国際的な感染拡⼤が公衆衛⽣上の問題となるような感染症」であり、2000 年以降の呼吸器

感染症に限っても 2003 年の重症急性呼吸器症候群（SARS）、2009 年の新型インフルエンザパ

ンデミック、2012 年の中東呼吸器症候群（MERS）などの流⾏が世界中で度々繰り返されて

きた。さらに 2020 年初めから全世界へ急速に拡⼤した新型コロナウイルス感染症（COVID-

19）の⼤流⾏（パンデミック）では我が国でも患者数の増減を繰り返しつつ全国的な拡⼤をみ

せ、地域での医療提供体制の逼迫をきたすとともに国⺠の社会・経済活動に著しい制限を強い

られることとなり、グローバル化が進んだ現代社会における新興感染症パンデミックの脅威を

⽬の当たりにすることとなった。このような新興感染症の対処には臨床感染症学、感染症管理

学に精通した医師が⼤きな役割を果たすことになるが、全国的にも感染症専⾨医は約 1600 名

（うち熊本県内 18 名）と少なく、感染症診療の中⼼を担う全国の感染症指定医療機関でも専

⾨医在籍は約 35%にとどまっているという現状があり、臨床感染症学、感染症管理学に関す

る指導的役割を担う事のできる専⾨医の育成は喫緊の課題である。このような背景から本寄附

講座は現在流⾏中の新型コロナウイルス感染症を含む新興感染症への対処を含め臨床感染症

学、感染症管理学に関してひろく指導的役割を担う事のできる専⾨医の育成、流⾏期の感染症

指定医療機関を中⼼とした医療対策に関連する研究等を⾏う事により今回の新型コロナウイル

ス感染症の流⾏において改めて認識された「新興感染症に対する危機管理」、 新興感染症流⾏

下での住⺠の安⼼・安全な社会⽣活・医療提供体制の維持に貢献することを⽬的に熊本市の要

請により 2020 年 11 ⽉に設置された。 
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２.熊本市および熊本県における感染症専門医の現状について 

 新興感染症対策寄附講座 特任講師 岡本真⼀郎 

１）熊本県における感染症専門医数と他県との比較（図１） 

熊本県における令和 3 年 12 ⽉現在の⽇本感染症学会認定感染症専⾨医は 18 名であり、⼈⼝
10 万⼈当たりの専⾨医数で表すと熊本県は 1.02 ⼈となり、全国平均の 1.28 ⼈より少なく、九
州各県との⽐較でも⿅児島県（0.93 ⼈）に次いで少ない。 

２）熊本県内の感染症専門医の医師経験年数分布 

 熊本県内の感染症専⾨医の医師免許取得後からの経過年数分布を図２に⽰す。 

県内の感染症専⾨医のうち 6 名は経験年数 40 年を超えており、26-40 年が 6 名、16-25 年が
6 名となっている。年齢分布からは基幹病院での指導的役割を担う医師の世代交代が進むこと
が予想され、感染症学会認定研修施設の維持および拡⼤のために、次世代の感染症専⾨医養成
が急務といえる。 

 
 図１：九州各県の感染症専門医数と人口 10 万人当たりの専門医数比較 

 
図２：熊本県内の感染症専門医の医師経験年数分布 
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３）熊本県内における感染症専門医認定研修施設の状況 

令和 3 年 12 ⽉現在の熊本県内における感染症専⾨医認定研修施設は熊本市内 3、上天草市
１、⽔俣市１、合志市 1 の計 6 施設である。認定研修施設のうち感染症指定医療機関は⽔俣市
の１施設のみである。 

４）熊本県内の感染症指定医療機関と感染症専門医在籍および施設認定状況 

結核病床を除いた熊本県内の感染症指定医療機関の⼀覧を表２に⽰す。 

 
県内各圏域に感染症指定医療機関が設置されているが、県⼈⼝の約 1/2 を占める熊本市にお

いて感染症指定医療機関は熊本市⺠病院 1 施設 6 床の配置と⼈⼝⽐としては少なく、感染症患
者急増時に医療需要がひっ迫する懸念がある。急増に対応できるよう市内の基幹医療機関を含
めた感染症専⾨医の配置および応需体制の構築が望まれる。また、県内の感染症指定医療機関
も感染症専⾨医が在籍する医療機関は 10 施設のうち 2 施設にとどまり、県全体としても感染
症専⾨医数は⼗分とは⾔えない状況であり、感染症患者急増時に県全体での感染症専⾨医養成
や感染症診療に対する⽀援・協⼒体制の構築も望まれる。 
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おわりに 

熊本県内における感染症専⾨医数は⼈⼝⽐で全国平均よりも少なく、研修可能な認定研修施
設数も限られているのが現状である。また、専⾨医数の 1/3 は医師経験 40 年以上であること
から世代交代への対応も必要である。また、県内の感染症指定医療機関でも感染症専⾨医の在
籍や施設認定状況が⼗分とは⾔えず、県⼈⼝の約半数を占める熊本市では感染症指定医療機関
が１施設（８床）のみで、急激な感染症増加時には指定医療機関単独での対応能⼒に限界を⽣
じる懸念がある。 

⼀⽅で、近年の専⾨医研修制度の本格運⽤開始に伴い専⾨医取得には認定研修施設でのカリ
キュラムに基づく研修が必須となっており、認定研修施設が少ない現状において、従来の取り
組みのみでは感染症専⾨医の⼤幅な増加は望みがたく、既存施設の体制維持にとどまる可能性
が⾼いと予想される。サブスペシャリティ領域である感染症専⾨医の育成には初期臨床研修修
了（２年）後に基本領域３年＋専⾨研修３年で卒後８年の研修が最低限必要となり、感染症専
⾨医の多くは呼吸器内科や⾎液内科等の感染症専⾨医とは別のサブスペシャリティ領域分野を
専攻していると考えらえることから短期間での⼈材養成も容易ではない。以上から専⾨医数の
増加について⻑期的視野に⽴った地域での専⾨医育成の取り組みは⾮常に重要な役割を担うと
考えられる。新興感染症対策寄附講座では基本領域の専⾨医資格を取得した医師を令和２-４年
度に各年２名ずつ感染症専⾨医研修を開始し、それぞれ３年の研修修了したのち専⾨医試験受
験資格を取得する予定としている。感染症専⾨医の育成に伴い、地域の中核病院での感染症専
⾨医数増加と感染症診療が向上し、地域住⺠の皆様への安⼼・安全な医療サービスが提供され
るのみならず、認定研修施設の拡充により若⼿医師が感染症専⾨医資格取得を⽬指しやすい環
境ができ、恒常的な専⾨医育成環境が醸成されることを期待したい。 
 
参考資料 

 

・⽇本感染症学会 Web サイト 専⾨医制度 
（https://www.kansensho.or.jp/modules/senmoni/index.php?content_id=1） 
・令和３年１０⽉１⽇熊本県推計⼈⼝ 熊本県企画振興部統計調査課 
（https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/20/82771.html） 
・厚⽣労働省：感染症指定医療機関の指定状況 
（https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou15/02-02.html） 
・厚⽣労働省：医師等資格確認検索システム 
（https://licenseif.mhlw.go.jp/search_isei/）  
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４ 活動報告 

 

１．感染症専門医の育成 

 
令和２年度後期に２名、令和３年度に４名、計６名が令和 3 年度までに「感染症専⾨医育成

プログラム」に基づく研修を開始した。６名とも基本領域学会（内科）の専⾨医（認定医）資
格を有し、３年間の感染症学会認定施設での研修を含む研修要件を満たしたうえで感染症学会
専⾨医資格認定試験受験資格を取得すべく研修をすすめ、令和 5 年度に 1 ⼈、令和 6 年度に 5
⼈、合計 6 ⼈の感染症専⾨医の育成を⽬指している。 

診療における研修スケジュールとしては指導医資格を有する当院の感染症専⾨医２名（うち
１名は新興感染症対策寄附講座所属）の指導のもと、呼吸器内科および⾎液・膠原病・感染症
内科、感染免疫診療部での感染症患者の診療を中⼼に臨床経験を積むとともに、他診療科から
の感染症コンサルテーションの対応も⾏っている。また、病院内感染対策および抗菌薬適正使
⽤について、毎週開催されるインフェクションコントロールチーム（ICT）、抗菌薬適正使⽤⽀
援チーム（AST）でのミーティングおよび症例検討にも参加している。また、専⾨医認定試験
受験資格取得の要件にもなっている感染症症例の学会発表や論⽂報告にも積極的に取り組んで
いく。 
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２．研究の取組 

 
令和 2 年度は熊本市の感染症指定医療機関との共同で新型コロナウイルス感染症患者の臨床

的特徴、重症化リスク因⼦を検討し、学会報告を⾏った。 
現在進⾏中の取り組みとしては、呼吸器感染症の⼀つである肺ノカルジア症に対する薬物治

療実態と効果についての研究を複数の医療機関から情報を収集する形で進めている他、感染免
疫診療部と連携して感染症医療対策に関連する研究を⾏っている。また、熊本市保健所と共同
で新型コロナウイルス感染症患者急増時の患者対応を評価するための疫学的検討に着⼿してい
る。 
 
 
 
 
３． セミナー等の開催 

 

新興感染症対策寄附講座の活動⽬標として医療者、⾏政担当者も含めた多職種を対象とした
セミナーを年 2 回以上企画・実施している。令和 2 年度（後期のみ）および令和 3 年度の開催
実績は以下の通りである。 
 

・令和２年度後期（令和２年１２⽉１５⽇）：web 開催 
 熊本⼤学病院 第 44 回臨床カンファレンス「感染症と抗菌薬」 
 
・令和３年度前期（令和３年５⽉１９⽇）：web 開催 
 第 84 回熊本⼤学病院群⽣涯教育・研修医セミナー「新型コロナウイルス感染症の現状と対
策」 
 
・令和３年度後期（令和３年 11 ⽉ 26 ⽇）：熊本県医師会館 ⼤ホール 
 新型コロナウイルス感染症セミナー「新型コロナウイルス感染症診療 〜２年間の総括と今
後の課題」 
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＜各セミナーの実施概要＞ 

 

●令和２年度後期セミナー 

第 44 回 熊本大学病院 臨床カンファレンス「感染症と抗菌薬」 

 

開催概要： 

・令和２年 12 月 15 日に「熊本大学病院 臨床カンファレンス」を熊本大学病院臨床カンファ

レンスチーム等と共催し、Web セミナー形式にて開催した。『感染症と抗菌薬』をテーマに３

演題の講演があり、新興感染症対策寄附講座特任講師によりトピックス「新型コロナウイルス

感染症」として国内第３波の拡大が危惧されるなかでの最新知見についての解説がなされた。

参加人数は７３名（熊本大学病院関係者 48 名、院外からの参加者 25 名）で、医師、薬剤師、

看護師、臨床検査技師、臨床工学技士など多職種の聴講があった。参加者アンケート結果も概

ね好評であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加者内訳＞ 

熊本大学病院関係者：医師 28 名、薬剤師 4 名、看護系 9 名、臨床工学技士 1 名、医学生２

名、その他 4 名 

院外からの参加者：医師 12 名、薬剤師 7 名、看護系２名、臨床検査技師 4 名 
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＜参加者アンケート結果＞ 
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●令和３年度前期セミナー 

 

第 84 回 熊本大学病院群 生涯教育・研修医セミナー 

「新型コロナウイルス感染症の現状と対策」 

 

開催概要： 

・令和３年５月 19 日に「熊本大学病院群生涯教育・研修医セミナー」を熊本大学病院総合臨床

研修センター等と共催し、熊本県内の医師、看護師を含むメディカルスタッフ、医学生を対象

に『新型コロナウイルス感染症診療の現状と対策』をテーマに Web にて開催した。 

セミナー講師として新興感染症対策寄附講座 特任講師と感染症専門医育成プログラム研修中

の呼吸器内科医師が担当した。ライブ開催時の参加人数は 134 人（院内 64 人、院外 70 人））

これまでの生涯教育・研修医セミナーの中でも多数の参加者があり、新型コロナウイルス感染

症への関心の高さがうかがわれた。参加者によるアンケート結果も概ね好評であった。 
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＜参加者アンケート結果＞ 

参加者プロフィール（回答 64 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回のセミナーに参加した全体的な印象はどうですか（５点満点）（回答 64 名） 

 評価の平均 4.41 点 

 

今回のセミナーの内容は満足できましたか?（５点満点）（回答 64 名） 

 評価の平均 4.42 点 

 

今回のセミナーの内容は分かりやすかったですか?（５点満点）（回答 64 名） 

 評価の平均 4.41 点 

 

今回のセミナー開催について、知りえた手段を教えてください。 
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● 令和 3 年度後期セミナー 

 

新型コロナウイルス感染症セミナー「新型コロナウイルス感染症診療 ～２年間の総括と

今後の課題」 

 

日時 令和 3 年 11 月 26 日  会場 熊本県医師会館  

 

開催概要： 

・令和３年 11 月 26 日に「新型コロナウイルス感染症診療 ～２年間の総括と今後の課題～」

をテーマとして熊本市職員（新型コロナに関する業務を行っている新型コロナウイルス感染症

対策課や医療政策課等の職員等）に対しセミナーを開催した。新型コロナウイルス感染症の最

新知見から今後の感染症対策の課題・対応について多岐にわたる内容となり、参加者に好評で

あった。参加者からは「保健所と医療機関の連携は重要なので、医療機関の状況がよく分かり

業務に大変役立った。」等の感想が寄せられ、自治体職員の感染症対策業務の習熟に寄与した。

(参加人数 92 人） 
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＜参加者アンケート結果＞ 
 

熊本⼤学病院 新興感染症対策寄附講座主催「新型コロナウイルス感染症セミナー」 
 
⽇時：R3.11.26（⾦）18 時〜19 時 
場所：熊本県医師会館 2 階 ⼤ホール 
演題：新型コロナウイルス感染症診療〜2 年間の総括と今後の課題〜 
演者：熊本⼤学病院 新興感染症対策寄附講座/呼吸器内科 
   特任講師 岡本 真⼀郎医師 
 

参加者：92 名 
     内訳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート回答数：71 件（回答率 77.2％） 
 
アンケートの結果： 
1.セミナーの内容について 

 

 

所属 
参加 
⼈数 

市議 8 
県 8 

市 
健康福祉局、病院 67 
健康福祉局、病院以外 9 

市⼩計 76 
総合計 92 
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【ご意⾒】（抜粋） 
・データを⽰しつつ、分かりやすい⾔葉で順に説明があり理解しやすかった。 
・注釈などで⽤語解説があるといいと思いました。 
 

2.セミナーの時間について 

 
【ご意⾒】（抜粋） 
・もう少し⻑くても良かったが、感染対策を考えると、これくらいが妥当だったと思う。 
・質問の時間がもう少しあるとよかった。 
 
 
3.その他、意⾒・感想（抜粋） 
1）理解できた・参考になった  
・新型コロナウイルスの感染状況や今後の注意点やピーク時の治療が勉強になった。 
・幅広い情報を分かりやすく説明いただいて、⼤変参考になった。 
・基本をおさえることが出来た。 など 
 
2）時系列・経過・最新の知⾒に関すること  
・これまでの経過課題をわかりやすく整理していただいた。 
・時系列に説明をしていただき、⾮常にわかりやすかった。 
・最新の知⾒を教えていただいて、改めて感染対策の必要性が理解できた。 
・これまでやってきたことの説明がメインだったが、当時の対応について、反省点とかこれま
での知⾒から今後の⽣活で注意していく点とかの話を聞けるともっと良かった。 など 
 
3）医療機関・医療体制に関すること  
・熊⼤病院の体制の推移や現状など貴重なお話をきけて、ともて勉強になった。 
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・医療機関の状況はあまり⾒えていなかったが、その状況が理解できた。保健所は医療機関と
の連携は不可⽋なので、今後もご教⽰いただければありがたい。 
・今後の医療体制に求められるもの等すごくかわりやすかった 
・受⼊医療機関をどう増やすか。⼤学病院での受⼊増（重症者以外）。協⼒医療機関熊本市近郊
の受⼊増などはどうか。寄附講座の主旨である医療者（covid を診れる⽅）の育成状況を今後聞
きたい。 など 
 
4）第 6 波に関すること  
・予測されている第 6 波に向けての⼼がまえなどが理解できた 
・資料最終ページの「医療ひっ迫時の地域における医療提供体制の役割分担のイメージ」図 
は⼤変分かりやすく、また、これからの第 6 波の流⾏についても対応の⽅向性をもう⼀度考え
てみることの重要性をつくづく思った。 など 
 
5）⽣活習慣病  
・HbA1c＞11 の未治療者について、おどろいた。⽇々の健康診断の受診勧奨の重要性を感じた。
「コロナの重症化予防」を⽬的に受診勧奨も可能かと思った。 
・⾃⾝の持病について把握していない陽性者も多いということで、⽇頃からの⾃⾝の健康につ
いて知っておく必要があると思った。 など 
 
6）ワクチン  
・ワクチン接種との関係や感染の原因などの⾒解がきけてよかった。 
 
7）その他  
・質問時間を⻑くとってほしかった。 など 
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４．新興感染症に対する診療活動 

 

新型コロナウイルス感染症入院患者受け入れ 

（令和３年１２月末時点） 

 

新型コロナウイルス感染症の診療については、当院で令和 3 年１月より人工呼吸管理や

ECMO の適応となる重症患者の受け入れを開始しており、呼吸器内科、血液・膠原病・感染症

内科、感染免疫診療部および新興感染症対策寄附講座医師からなる主治医チームを組織し、集

中治療部医師とともに診療にあたった。令和 3 年 1 月から 12 月（第３～５波）での重症病棟

患者受け入れは 29 例であった。第 5 波の患者数増加に伴い緊急確保病床として令和 3 年 8 月

～9 月に一般病棟での中等症以下の患者受け入れを実施し、中等症症例 15 例及び中和抗体療法

のための入院症例 24 例を受け入れた。内科系医師による診療チームの中軸として新興感染症

対策寄附講座医師も診療に貢献した。 

また、診療活動の一環として新興感染症対策寄附講座医師も院内の感染対策活動にインフェ

クションコントロールチーム（ICT）の一員として参加し、新型コロナウイルス感染症対応にか

かるマニュアル作成も含め、院内での感染対策の立案、実施、検証に積極的に取り組んだ。 
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５．その他 

 

設置記念式典の開催 

  

日時 令和 2 年 11 月 8 日（日） 10 時００分～ 

場所 熊本大学臨床医学研究棟 7 階 総合臨床研究部会議室 

 

式次第  （１） 開式の辞 

  （２） 学⾧挨拶 熊本大学⾧ 原田 信志 

  （３） 熊本市⾧挨拶 熊本市⾧ 大西 一史 

  （４） 寄附目録授与 

  （５） 病院⾧挨拶  

熊本大学病院⾧ 病院経営担当理事・副学⾧ 谷原秀信 

  （６） 看板除幕 

  （７） 記念撮影 

  （８） 閉式の辞 

 

熊本市出席者（敬称略） 

熊本市⾧ 大西 一史 

病院事業管理者 水田 博志 

健康福祉局⾧ 石櫃 仁美 

健康福祉局技監 田中 基彦 

健康福祉局総括審議員 山崎 広信 

健康福祉局医療政策課⾧ 鮫島 裕和 

健康福祉局医療政策課技術主幹兼主査 内尾 雅子 

政策局 秘書広聴部 秘書課 主査 林田 剛 

 

熊本大学病院出席者（敬称略） 

学⾧ 原田 信志 

病院⾧（病院経営担当理事・副学⾧）  谷原 秀信 

副病院⾧（診療活動、経営担当）・感染免疫診療部⾧ 松岡 雅雄 

副病院⾧（管理運営担当）・病院事務部⾧ 増村 隆之 

新興感染症対策寄附講座兼任教授・呼吸器内科教授 坂上 拓郎 

新興感染症対策寄附講座特任講師 岡本 真一郎 

新興感染症対策寄附講座特任助教 濵田 昌平 

新興感染症対策寄附講座特任助教 上野 二菜 
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＜設置記念式典：看板除幕式＞ 

 

 

＜看板の設置：臨床医学研究棟 6 階＞ 
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５ 業績一覧 

【論文：英文】 

＜令和 3 年度＞ 

Tamanoi D, Saruwatari K, Imamura K, Sato R, Jodai T, Hamada S, Tomita Y,Saeki S, Ueno S, Yonemura Y, 

Ichiyasu H, Sakagami T. A Case of Pembrolizumab-related Immune Thrombocytopenia in a Patient with 

Lung Adenocarcinoma Treated by Radiotherapy: Potential Immune-related Adverse Event Elicited by 

Radiation Therapy. Intern Med. doi: 10.2169/internalmedicine.7581-21, 2021.  

 

Ideguchi H, Ichiyasu H, Fukushima K, Okabayashi H, Akaike K, Hamada S, Nakamura K, Hirosako S, 

Kohrogi H, Sakagami T, Fujii K. Validation of a breath-holding test as a screening test for exercise-induced 

hypoxemia in chronic respiratory diseases. Chron Respir Dis. 18:14799731211012965, 2021.  

 

Migiyama Y, Sakata S, Iyama S, Tokunaga K, Saruwatari K, Tomita Y, Saeki S, Okamoto S, Ichiyasu H, 

Sakagami T. Airway Pseudomonas aeruginosa density in mechanically ventilated patients: clinical impact 

and relation to therapeutic efficacy of antibiotics. Crit Care. 25:59, 2021. 

 

Sakata S, Imamura K, Tajima Y, Masuda Y, Sato R, Yoshida C, Okamoto S, Saeki S, Tomita Y, Sakagami T. 

Heterogeneous tumor-immune microenvironments between primary and metastatic carcinoid tumors 

differentially respond to anti-PD-L1 antibody therapy. Thorac Cancer. 12:397-401, 2021. 

 

＜令和 2 年度＞ 
Hamada S, Ichiyasu H, Inaba M, Takahashi H, Sadamatsu T, Akaike K, Masunaga A, Tashiro Y, Hirata N, 

Yoshinaga T, Sakagami T. Prognostic impact of pre-existing interstitial lung disease in non-HIV patients 

with Pneumocystis pneumonia. ERJ Open Res. 6:00306-2019, 2020. 

 

Nakashima K, Saruwatari K, Sato R, Imamura K, Kajihara I, Fukushima S, Saito T, Ishizuka S, Tamanoi 

D, Jodai T, Hamada S, Tomita Y, Saeki S, Ichiyasu H, Oya N, Ihn H, Sakagami T. Non-small-cell Lung 

Cancer with Severe Skin Manifestations Related to Radiation Recall Dermatitis after Atezolizumab 

Treatment. Intern Med. 59:1199-1202, 2020.  

 

Akaike K, Saruwatari K, Oda S, Shiraishi S, Takahashi H, Hamada S, Iyama S, Horio Y, Tomita Y, Saeki 

S, Okamoto S, Ichiyasu H, Fujii K, Sakagami T. Predictive value of 18F-FDG PET/CT for acute exacerbation 

of interstitial lung disease in patients with lung cancer and interstitial lung disease treated with 

chemotherapy. Int J Clin Oncol. 25:681-690, 2020. 

 

Inoue Y, Nishimura N, Murai M, Matsumoto M, Watanabe M, Yamada A, Izaki M, Nosaka K, Matsuoka M. 

Prevention of acute graft-versus-host disease in adult T-cell leukemia-lymphoma patients who received 

mogamulizumab before allogeneic hematopoietic cell transplantation. Int J Hematol, doi: 10.1007/s12185-

021-03250-3, 2021.  
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【論文：邦文】 

＜令和 3 年度＞ 

廣瀬 美乃⾥, 坂⽥ 晋也, ⼩松 太陽, 吉⽥ 知栄⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, 岡本 真⼀郎, 坂上 拓郎．ロルラチニ
ブの減量隔⽇投与が奏効した⾼齢者 ALK 陽性⾮⼩細胞肺癌の 1 例. 肺癌 61: 336-341, 2021.  
 

【学会発表（国際学会）】 

＜令和 3 年度＞ 

Hamada S, Inaba M, Tamanoi D, Akaike K, Masunaga A, Tomita Y, Okamoto S, Tashiro Y, Hirata N, 

Yoshinaga T, Ichiyasu H, Sakagami T. Efficacy and safety of first-line therapy for pulmonary nocardiosis; 

trimethoprim/sulfamethoxazole versus alternative antibiotics. Congress of the Asian Pacific Society of 

Respirology (APSR 2021). 2021.11.20-21, Kyoto, Japan. 

 
【学会発表（国内・総会）】 

＜令和 3 年度＞ 

城臺 孝之, 坂⽥ 晋也, ⽥嶋 祐⾹, ⾼橋 ⽐呂志, 天神 佑紀, 岡本 真⼀郎, 岸 裕⼈, 藤井 ⼀彦, 福⽥ 浩⼀郎, 
佐伯 祥, ⼀安 秀範, 岩越 ⼀, 坂上 拓郎. 熊本市における COVID-19 肺炎の臨床的特徴と画像所⾒. 第 61 回
⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
坂⽥ 晋也, 城臺 孝之, ⾼橋 ⽐呂志, ⽥嶋 祐⾹, 天神 佑紀, 岡本 真⼀郎, 岸 裕⼈, 藤井 ⼀彦, 福⽥ 浩⼀郎, 
⼀安 秀範, 岩越 ⼀, 坂上 拓郎. 肥満症例における COVID-19 肺炎の臨床的検討および画像解析. 第 61 回⽇
本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
濵⽥ 昌平, ⼀安 秀範, ⽳井 盛靖, ⾚池 公孝, 増永 愛⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, 坂上 拓郎.  
呼吸器疾患患者におけるリバーロキサバンとエドキサバン内服中の出⾎リスクと PT-INR の解析. 第 61 回⽇
本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
増永 愛⼦, ⽳井 盛靖, ⾚池 公孝, 濵⽥ 昌平, 吉⽥ 知栄⼦, 冨⽥ 雄介, 佐伯 祥, ⼀安 秀範, 坂上 拓郎. 間
質性肺疾患における⾎清 SP-D 値についての検討. 第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
⾚池 公孝, 猿渡 功⼀, 松島 遼平, 藤野 孝介, ⾼橋 ⽐呂志, 濵⽥ 昌平, 冨⽥ 雄介, 増永 愛⼦, 佐伯 祥, ⼀
安 秀範, 池⽥ 公英, 鈴⽊ 実, 坂上 拓郎. 間質性肺炎合併肺癌の 18F-FDG PET/CT 検査における間質性陰影
の SUVmax と術後急性増悪に関する検討. 第 61 回⽇本呼吸器学会学術講演会.2021.4.23-25. 東京. 
 
⻄村 直, ⾦ 成元, 川俣 豊隆, 細⽻ 梨花, 内⽥ 智之, 伊藤 歩, ⽥中 喬, 稲本 賢弘, 今井 陽⼀, 安
達 英輔, 四柳 宏, 南⾕ 泰仁, 東條 有伸, 萩原 政夫, 内丸 薫, 福⽥ 隆浩. SARS-CoV-2 感染後に同
種造⾎幹細胞移植のタイミングに苦慮した成⼈ T 細胞⽩⾎病の１例. 第７回⽇本 HTLV-1 学会学術集会. 
2021.11.5-7, 熊本市 
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【学会発表（国内・地方会）】 

＜令和 3 年度＞ 

町⽥ 紘⼦、城臺 孝之、⽳井 盛晴、城臺 安⾒⼦、坂⽥ 晋也、濵⽥ 昌平、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 秀範、
坂上 拓郎. 定位放射線治療後の放射線脳壊死に対しベバシズマブを使⽤した転移性脳腫瘍を有する肺腺癌 6 例
の検討. 第 87 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学
術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市.  
 
泉 拓希、濵⽥ 昌平、⼭⽥ 美喜⼦、塩⾒ 太郎、城臺 安⾒⼦、村本 啓、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 秀範、坂
上 拓郎. 再検査で尿中抗原陽性となったレジオネラ肺炎の 2 例. 第 87 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学会・
⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2021.10.22-23. 熊本市. 
 
濵⽥ 昌平. 感染症⼊⾨講座 4: ニューモシスチス肺炎診療の問題点〜既存の間質性肺疾患と non-HIVPCP〜. 
第 91 回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会・第 64 回⽇本感染症学会中⽇本地⽅会学術集会・第 69 回⽇本
化学療法学会⻄⽇本⽀部総会. 2021.11.5-7. 岐⾩市.  
 
尾⽥ ⼀貴、⽚野⽥ 朋美、岡本 真⼀郎、中⽥ 浩智. ダプトマイシン低感受性化およびリネゾリド耐性化に⾄っ
た MRSA による感染性⼤動脈瘤難治例の 1 例. 第 91 回⽇本感染症学会⻄⽇本地⽅会学術集会・第 64 回⽇本感
染症学会中⽇本地⽅会学術集会・第 69 回⽇本化学療法学会⻄⽇本⽀部総会. 2021.11.5-7. 岐⾩市.  

 

＜令和 2 年度＞ 

濵⽥ 昌平. シンポジウム 1.［ 呼吸器感染症の最新の知⾒ ］3. 既存の間質性肺疾患はニューモシスチス肺炎
の予後と関連するか？第 85 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九
州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
 
増⽥ 優⾐⼦、吉⽥ 知栄⼦、⼩松 太陽、髙橋 ⽐呂志、坂⽥ 晋也、岡本 真⼀郎、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、⼀安 
秀範、坂上 拓郎. 神経調節性失神を合併した⾮⼩細胞肺がんの⼀例. 第 85 回⽇本呼吸器学会・⽇本結核病学
会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
 
森 遼介、古川 嗣⼤、⽯丸 裕⼦、猪⼭ 慎治、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、岡本 真⼀郎、⼀安 秀範、溝部 孝則、坂
上 拓郎. 不正性器出⾎が診断契機となった肺腺癌術後の両側卵巣転移再発の 1 例. 第 85 回⽇本呼吸器学会・
⽇本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
 
古川 嗣⼤、吉⽥ 知栄⼦、⽯丸 裕⼦、中嶋 啓、 坂⽥ 晋也、岡本 真⼀郎、冨⽥ 雄介、佐伯 祥、 ⼀安 秀範、
坂上 拓郎. ⽚側性浸潤影を呈し肺炎との鑑別を要した⼼原性⽚側性肺⽔腫の⼀例.第 85 回⽇本呼吸器学会・⽇
本結核病学会・⽇本サルコイドーシス/⾁芽腫性疾患学会九州⽀部 秋季学術講演会. 2020.10.30-31. 福岡市. 
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【講演会・セミナー：講師】 

＜令和 3 年度＞ 

岡本 真⼀郎. 新型コロナウイルス感染症診療 〜２年間の総括と今後の課題〜. 新型コロナウイルス感染症セ
ミナー. 2021.11.26. 熊本市.  
 
岡本 真⼀郎. 「新型コロナウイルス感染症診療の現状と対策」 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の疫
学と診断. 第 84 回 熊本⼤学病院群 ⽣涯教育・研修医セミナー. 2021.5.19. 熊本市. 
 
岡本 真⼀郎. ⾼齢者肺炎に対する抗菌薬の使い⽅・考え⽅. 感染症 WEB セミナー in KUMAMOTO 〜肺炎の
予防・診断・治療. 2021.11.18. 熊本市.  
 
＜令和 2 年度＞ 
岡本 真⼀郎. 「感染症と抗菌薬」 トピックス：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）について. 第 44 回
熊本⼤学病院臨床カンファレンス. 2020.12.15. 熊本市. 
 
岡本 真⼀郎. 呼吸器感染症診療 2020-21 〜今冬をいかに対応するか〜. With コロナ時代の呼吸器感染症ウ
ェビナー in 熊本. 2020.12.3. 熊本市. 
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